
栃木県立宇都宮白楊高等学校
文武両道の精神で資格取得と進路実現

植樹林整備活動で森林再生に取り組む！

地域との連携で人づくり！
農業工学科では、学校で学んだ知識や技術を基に、生

徒一人一人が地域での各種活動に積極的に参加していま
す。その中で主体的に活動することで、様々な経験をし、
幅広い年代の方々とのコミュニケーションを通して大き
く成長しています。
そして、「卒業後は地方公務員として、地域に貢献で

きる仕事がしたい。」と考える生徒が増え、毎年公務員
試験合格者を輩出しています。これからも、地域の担い
手やリーダーとなり得る人材の育成に向けて、地域の皆
様とともに諸活動に取り組んで行きたいと考えています。

目指せ！測量士補試験
全員合格！

学科の大きな目標として「測量士
補全員合格」を掲げ、日々学習に励
んでいます。結果、毎年多くの生徒
が試験に合格しています。
【年度別合格者数】
平成 年度 人
令和 元年度 人
令和 ２年度 人
令和 ３年度 人
令和 ４年度 人

農業工学科では、学科の約８割の生徒が運動部に所属し毎日練習に励んでいます。また、測
量士補をはじめ、２級土木施工管理技士、危険物取扱者、車両系建設機械やフォークリフトと
いった建設現場で即戦力となる資格やビジネス文書実務検定など、様々な資格取得にチャレン
ジし多くの合格者を出しています。
たくさんの生徒が文武両道の精神を持って学校生活を送り、宇都宮大学農学部、新潟大学農

学部、東京農業大学地域環境科学部などをはじめとする４年制大学や専門学校への進学、農林
水産省、宮内庁御料牧場、栃木県庁、宇都宮市役所、消防士、警察官等の公務員合格、ファ
ナック（株）、富士重工業（株）、（株）クボタ、日産自動車（株）、花王（株）など一般企
業への就職等、様々な希望進路を実現しています。

大学との協働による「田んぼダム」効果分析に取り組む！
宇都宮市においては、豪雨時に田んぼに水をためて、災害

を防止する「田んぼダム」の普及を広めるため、その導入効
果について調査・分析をすすめています。農業工学科の生徒
が、この取り組みに協力し、新潟大学、宇都宮大学の学識経
験者からのアドバイスを受けながら、測量機器を駆使して現
地測量を行いました。
田んぼダムの有効性を検証し、普及につなげることができ、

田んぼダムの内容や現地測量の目的を学識経験者から直接聞
くことができました。
この取り組みを通して、普段授業のなかで行っていること

を実践的な測量や農業の治水効果を学ぶ貴重な経験となり、
私たちの学習が、社会に役立てられることの喜びを実感でき
ました。

宇都宮市役所や宇都宮市森林組合、グリーントラスト
うつのみやの皆様に御協力をいただき、キャリア形成支
援事業の一環として、鶴田沼緑地において、樹林地の再
生についての学習と林業体験を実施し、生徒全員がチェ
ーンソーによる丸太切りを体験させていただきました。
樹木の伐倒と枝下や高所における特殊伐採の実演では、

森林組合の方の熟練された技術の凄さに参加者全員が圧
倒されました。今回の授業は、樹林地再生や林業の重要
性を理解する上で、大変貴重な機会となりました。
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「修学旅行で食物アレル
ギーをもっている友達の存
在がきっかけのひとつ」が
取り組みのきっかけとなり、
プロジェクトに取り組んで
います。

月 日、鹿沼南高校食料
生産科の生徒 名と かみつが
入組 年目の職員 名は、米粉
ドーナツ調理試作交流会を行
いました。
食品製造を専攻している生

徒たちは米粉ドーナツ商品開
発に携わることで、地域に根
ざした活動の理解醸成や多様
な組織との交流による地域活
性化につながることを目的と
しています。

～地域の輪を広げるドーナツの製造～

栃木県立鹿沼南高等学校

東東武武鉄鉄道道とと地地元元ボボラランンテティィアアのの方方ととのの稲稲刈刈りり実実習習

特徴的な
活 動

食料生産科では、私たちが生きていくために欠かせない「食」について学ぶことができます。農産物の
栽培（作物・野菜・果樹）、家畜の飼育（牛）、食品の製造が学習の柱です。
また、地域に根ざした活動を積極的に展開し、鹿沼の特産品の開発や鹿沼和牛の飼育などに取り組んで

います。

作物を専攻している
生徒たちは課題研究の
授業の一環で、水田で
のドローンの活用を研
究しています。稲作の
技術を活かして東武鉄
道と地元ボランティア
の「明日を考える会」
の方々と一緒に稲刈り
を行いました。
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栃木県立鹿沼南高等学校

サツキ栽培 ～海外輸出にむけて～
鹿沼市は、サツキツツジの日本有数の生産地として、全

国にその名を知られています。現在、世界的な盆栽ブーム
に相まって、サツキに海外からの熱いまなざしが注がれ、
サツキの輸出が増加しています。一方で、盆栽用苗木の生
産農家は減少し、将来的には苗木の供給不足が懸念されて
います。
本校は、このような状況を踏まえ、日本の高校として初

めてサツキの生産から輸出に挑戦し、サツキ盆栽の輸出許
可を取得しました。また、帝京大学、理化学研究所の御協
力の下、重イオンビームによる新品種育種を行っています。

本校には、県内唯一の林業コースがあり、森林科学や林産物
利用など林業関係の科目の学習を通して、森林・山林の管理や
木材利用、キノコの栽培方法などを幅広く学んでいます。
将来性の高い若者の林業就業促進を図るため、各関係機関と

連携し、林業従事者として必要な知識と技術を体験的に学習し
ます。

外部機関との連携によるスマート林業の取組

地域の自然環境を保全するための方法や緑地・森林などの環境問題等について学習します。具体
的な学習内容として、私たちの生活をより快適にするために、草花や造園、林業関係の学習を通し
て、園芸装飾やガーデニング、樹木の伐採・管理方法やキノコ栽培方法など、幅広く知識・技術に
ついて学習します。また、地域の問題や課題解決に向け、環境学習や地域交流、ボランティア活動
に取り組むとともに、伐木特別教育や造園技能士 級など資格取得を目指し、地域に根差した人材の
育成を目指しています。

緑地環境・森林環境の保全や利用を学習し、関連産業や地域に根ざした人材育成を目指します
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